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飲料残渣の再資源化プロジェクト

• テーマ
飲料残渣の再資源化に関する新規事業の検討及び開発

• プロジェクトの概要
飲料品製造工程で発生する茶由来副産物（茶殻）を
ペット用品へ高付加価値素材として活用し、商品化まで
実現した異業種連携、地域内循環モデル

• 連携体制
㈱ホテイフーズコーポレーション、㈱コーチョー
AOI機構による伴走型コーディネート
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1.ネットワーキング

● 会員向け交流イベントの開催

2.コーディネーターによる技術開発と事業化の支援

● 販路開拓等ビジネスマッチングの仲介
● 技術開発、事業化、マーケティング及び知財に関する支援
● 資金調達に関する支援
● 公的支援機関及び大学等への連携支援
● プロジェクト成果に関する広報の実施

3.各種情報提供
● 会員向けウェブサイトの運営
● AOI機構が収集した情報の提供（会員向け広報誌等）

AOI機構の役割、フォーラム活動（オープンイノベーションのプラットフォーム）



© Agri Open Innovation Institute 20264

1．ネットワーキング: 課題整理

• 茶殻の大量廃棄と処理コスト

• 安定活用先の不在

• 茶殻の抗菌・消臭素材としての可能性
カテキン成分



© Agri Open Innovation Institute 20265

1．ネットワーキング: 未利用資源の高度化

• 食品副産物の有効活用
飲料残渣（茶殻、コーヒー粕など）

• 廃棄コストから付加価値創出へ

• 食品×ペット産業の異業種連携モデル
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2．コーディネーターによる事業化支援

• 企業ヒアリング実施

• R5年度会員交流会 ピッチによる呼びかけ

• ビジネスマッチングの仲介

• NDA締結、意見交換会・現場視察の調整、支援

• カテキン機能整理

• 物流・品質課題の整理
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支援プロセス（抜粋）

• サンプル提供・品質検証支援

• 混合比率・消臭試験

• 新工場建設との連動

• 販売戦略整理
プレス発表、広報
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R7 事業化

• 令和7年9月 販売開始

• 商品名:茶葉まるごとinニオイの気にならない砂

• ネット通販最大手で先行販売
今後ホームセンター展開予定
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事業化の意義

① 産業的意義
・食品残渣の高付加価値化
・異業種連携モデルの確立

② 地域内循環モデル
・県内茶産業との連動による価値創出
・地域内資源を活かした循環型モデル

• 本件は、単なる研究成果にとどまらず事業化まで到達した取組であり、
プロジェクト立上げ時の現実的な課題に向き合いながら、AOI機構の
調整力と伴走支援型コーディネートの実効性を示した事例。



出典:AOI FORUM REPORT vol.9 2026
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R7 事業化（今後の展開）

• R7静岡県SDGｓビジネスアワード 入賞

• 継続研究:茶殻の抗菌、消臭効果を活かした乾燥技術
次案件を検討中



御清聴ありがとうございました

AOIフォーラムHP: https://aoi-forum.jp

AOI機構HP: https://aoi-i.jp


